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oxygen species(ROS)-p38 MAPK経路の役割. 第15回分子脳神経外科学会、山形；2014年9月 

8) 舟生勇人、櫻田香、小久保安昭、板垣寛、佐藤慎哉、嘉山孝正：てんかん診療における11Ｃ－Methionine 



PET for the estimate of the epileptic focus．第 48 回日本てんかん学会学術集会，東京；2014 年 10

月 

9) 舟生勇人：視覚路の温存を目的とした術中覚醒下脳機能マッピングの経験．第 12 回日本 Awake Surgery

学会，東京；2014年9月 

10) 松田健一朗、伊藤美以子、小久保安昭、佐藤慎哉、嘉山孝正：斜台部腫瘍摘出におけるmultimodalityを

駆使した内視鏡下経蝶骨洞手術と治療成績．第19回日本脳腫瘍の外科学会，東京；2014年9月 

11) 金城利彦、土谷大輔、渡辺茂樹、久下淳史：前大脳動脈遠位部動脈瘤の手術成績と前大脳動脈のanomaly．

一般社団法人 日本脳神経外科学会 第73回学術総会，東京；2014年10月 

12) 近藤礼、齋藤伸二郎、毛利渉、山木哲、長畑守雄、小久保安昭、嘉山孝正：出血発症AVMの治療．一般社

団法人 日本脳神経外科学会 第73回学術総会，東京；2014年10月 

13) 櫻田香、松田健一朗、舟生勇人、伊藤美以子、佐藤慎哉、嘉山孝正：脳神経外科手術における術中ＭＲＩ

の現状と今後の展望．一般社団法人 日本脳神経外科学会 第73回学術総会，東京；2014年10月 

14) 土谷大輔、渡辺茂樹、金城利彦：置賜地域医療情報ネットワーク（Oki-net）のファイル共有昨機能を活

用した脳卒中地域連携パス．一般社団法人 日本脳神経外科学会 第 73 回学術総会，東京；2014 年 10

月 

15) 毛利渉、山木哲、長畑守雄、近藤礼、齋藤伸二郎、嘉山孝正：高齢社会における慢性硬膜下血腫の問題点．

一般社団法人 日本脳神経外科学会 第73回学術総会，東京；2014年10月 

16) 佐藤篤、岡田雅司、成田善孝、渋井壮一郎、北中千史、嘉山孝正：Reactive oxygen species(ROS)シグナ

ルによるグリオーマ幹細胞の制御機構の解明．一般社団法人 日本脳神経外科学会 第 73 回学術総会，

東京；2014年10月 

17) 舟生勇人、櫻田香、小久保安昭、佐藤慎哉、嘉山孝正：11C-Methionine PETを併用したてんかん焦点診断．

一般社団法人 日本脳神経外科学会 第73回学術総会，東京；2014年10月 

18) 伊藤美以子、松田健一朗、櫻田香、小久保安昭、佐藤慎哉、嘉山孝正：内視鏡下経鼻的経蝶形骨洞腫瘍摘

出術における術中ＭＲＩの使用経験とそのピットフォール．一般社団法人 日本脳神経外科学会 第 73

回学術総会，東京；2014年10月 

19) 松田健一朗、櫻田香：当科におけるBCNU wafer使用症例の検討．一般社団法人 日本脳神経外科学会 第

73回学術総会，東京；2014年10月 

20) 山田裕樹、板垣寛、加藤直樹、小久保安昭、近藤礼、佐藤慎哉、嘉山孝正：CEA術中モニタリングにおけ

るINVOS〈無侵襲性混合酸素飽和度監視システム〉の有用性．一般社団法人 日本脳神経外科学会 第73

回学術総会，東京；2014年10月 

21) 佐藤慎治、齋藤佑規、舟生勇人、櫻田香、小久保安昭、佐藤慎哉、嘉山孝正：正常水頭症を合併した脊髄

pillary hemangiomaの治療経験．一般社団法人 日本脳神経外科学会 第73回学術総会，東京；2014年

10月 

22) 板垣寛、山田裕樹、小久保安昭、近藤礼、佐藤慎哉、嘉山孝正：出血発症した両側椎骨動脈解離の2例の

治療経験．一般社団法人 日本脳神経外科学会 第73回学術総会，東京；2014年10月 

23) 佐藤慎治、齋藤佑規、舟生勇人、櫻田香、小久保安昭、佐藤慎哉、嘉山孝正：前庭神経鞘腫の手術．一般

社団法人 日本脳神経外科学会 第73回学術総会，東京；2014年10月 

24) 山木哲、近藤礼、毛利渉：破裂脳動脈瘤に対するハイブリット手術：超高齢化集団に対する治療戦略と転

帰．一般社団法人 日本脳神経外科学会 第73回学術総会，東京；2014年10月 

25) 岡本沙織、村垣善浩、秋元治朗、丸山隆志、伊藤洋、生田聡子、新田雅之、前林勝也、齋藤太一、金子貞

男、松村明、黒岩敏彦、唐澤克之、中里洋一、嘉山孝正、岡田芳和：悪性脳腫瘍に対するタラポルフィン

ナトリウム及び半導体レーザーによる光線力学的療法に関する治療と市販後臨床研究．一般社団法人 日

本脳神経外科学会 第73回学術総会，東京；2014年10月 

26) 黒木亮太、佐山徹郎、西村中、西村邦宏、嘉田晃子、寶金清博、冨永悌二、斉藤延人、新井一、若林俊彦、

宮本享、吉峰俊樹、渡辺高志、橋本信夫、嘉山孝正、飯原弘二：〈破裂脳動脈瘤：クリッピング術・コイ

リング術〉脳神経外科医療の可視化研究報告－破裂脳動脈瘤．一般社団法人 日本脳神経外科学会 第73

回学術総会，東京；2014年10月 

27) 西村中、佐山徹郎、黒木亮太、吉本幸治、西村邦宏、寶金清博、冨永悌二、斉藤延人、新井一、若林俊彦、



宮本享、吉峰俊樹、渡辺高志、橋本信夫、嘉山孝正、飯原弘二：〈未破裂脳動脈瘤：クリッピング術・コ

イリング術〉脳神経外科医療の可視化研究報告－未破裂脳動脈瘤．一般社団法人 日本脳神経外科学会 

第73回学術総会，東京；2014年10月 

28) 佐山徹郎、西村中、黒木亮太、西村邦宏、嘉田晃子、寶金清博、冨永悌二、斉藤延人、新井一、若林俊彦、

宮本享、吉峰俊樹、渡辺高志、橋本信夫、嘉山孝正：〈内頚動脈狭窄症：頚動脈内膜剥離術・ステント留

置術〉脳神経外科医療の可視化研究報告－内頚動脈狭窄症．一般社団法人 日本脳神経外科学会 第 73

回学術総会，東京；2014年10月 

29) 吉本幸司、村田秀樹、波多江龍亮、溝口昌弘、嘉田晃子、寶金清博、冨永悌二、斉藤延人、新井一、若林

俊彦、宮本享、吉峰俊樹、渡辺高志、嘉山孝正、飯原弘二：〈悪性脳腫瘍〉脳神経外科医療の可視化研究

報告－悪性脳腫瘍．一般社団法人 日本脳神経外科学会 第73回学術総会，東京；2014年10月 

30) 秋元治朗、丸山隆志、村垣善浩、生田聡子、伊関洋、金子貞男、松村明、黒岩俊彦、嘉山孝正：光線力学

的療法．一般社団法人 日本脳神経外科学会 第73回学術総会，東京；2014年10月 

31) 土谷大輔、渡辺茂樹、金城利彦：置賜地域医療情報ネットワーク（Oki-net）のファイル共有昨機能を活

用した脳卒中地域連携パス．公益社団法人 日本リハビリテーション医学会 第36回東北地方会，福島；

2014年10月 

32) 伊藤美以子、佐藤慎治、斎藤佑規、舟生勇人、櫻田香、小久保安昭、佐藤慎哉、嘉山孝正：続発性水頭症

を合併した脊髄capillary hemangiomaの治療経験．第7回日本水頭症脳脊髄液学会学術集会，東京：2014

年11月 

33) 小久保安昭、板垣寛、山田裕樹、近藤礼、佐藤慎哉、嘉山孝正：99ｍTc-ECD dynamic SPECT～脳循環予備脳

検査としての意義～.  第26回日本脳循環代謝学会総会，岡山；2014年11月 

34) 山田裕樹、小久保安昭、板垣寛、近藤礼、佐藤慎哉、嘉山孝正：CEA術中血流遮断モニタリングとしてINVOS

〈無侵襲性混合酸素飽和度監視システム〉の検証．第 26 回日本脳循環代謝学会総会，岡山；2014 年 11

月 

35) 板垣寛、小久保安昭、山田裕樹、近藤礼、佐藤慎哉、嘉山孝正：15O-PET による脳虚血評価の検証～血行

再建術前後の脳循環代謝変化の解析から～.  第26回日本脳循環代謝学会総会，岡山；2014年11月 

36) 櫻田香、松田憲一朗、佐藤慎治、佐藤慎哉、嘉山孝正：神経膠腫におけるメチオニンPETの経時的変化の

検討. 第32回日本脳腫瘍学会学術総会，千葉；2014年12月 

37) 佐藤篤、岡田雅司、成田善孝、渋井壮一郎、北中千史、嘉山孝正：Reactive oxygen species(ROS)シグナ

ルによるグリオーマ幹細胞の制御機構の解明．第32回日本脳腫瘍学会学術総会，千葉；2014年12月 

38) 松田健一朗、櫻田香、佐藤慎哉、嘉山孝正：当科におけるBCNU wafer使用症例の検討．第32回日本脳腫

瘍学会学術総会，千葉；2014年12月 

39) 齋藤伸二郎、山木哲、近藤礼、毛利渉、長畑守雄、嘉山孝正：急性期破裂AVMの治療：頭蓋内圧コントロ

ールの重要性. 第20回日本脳神経外科救急学会,東京；2015年1月 

40)  毛利渉、近藤礼、山木哲、齋藤伸二郎、森下陽平、長畑守雄：経腸栄養チューブ先端位置確認装置の試作. 

第30回日本静脈経腸栄養学会学術集会,神戸；2015年2月 

41) 伊藤美以子、佐藤慎哉、嘉山孝正：鞍上部腫瘍の血行動態について．第25回日本間脳下垂体腫瘍学会，京    

都：2015年2月 

42) 山田裕樹、板垣寛、加藤直樹、小久保安昭、近藤礼、佐藤慎哉、嘉山孝正：15O-PETとの比較からみたINVOS

（無侵襲性混合酸素飽和度監視システム）によるCEA術後過灌流モニタリング. 第44回日本脳卒中の外科

学会，広島；2015年3月 

43) 長畑守雄、長畑仁子、森下陽平、山木哲、毛利渉、近藤礼、齋藤伸二郎、嘉山孝正：造影MRI vessel wall 

imagingによる破裂脳動脈瘤の瘤壁増強部位に関する検討. 第44回日本神経放射線学会,名古屋；2015年

3月 

44) 近藤礼、山木哲、毛利渉、長畑守雄、齋藤伸二郎、嘉山孝正：造影 MRI vessel wall imaging は多発脳

動脈瘤における破裂瘤特定に有用である．第44回日本脳卒中の外科学会，広島；2015年3月 

45) 長畑守雄、近藤礼、毛利渉、山木哲、長畑仁子、齋藤伸二郎、嘉山孝正：機械的血栓回収療法の適応判断

におけるMRIの重要性．第40回日本脳卒中学会総会，広島：2015年3月 

46) 小久保安昭、板垣寛、山田裕樹、近藤礼、佐藤慎哉、嘉山孝正：高齢化社会における脳卒中の問題点～治



療成績改善に必要なことはなにか～．第40回日本脳卒中学会総会，広島：2015年3月 

47) 山木哲、近藤礼、毛利渉、長畑守雄、齋藤伸二郎、嘉山孝正：投与開始時間延長後のｔPA静注療法の治療

成績．第40回日本脳卒中学会総会，広島：2015年3月 

48) 近藤礼、山木哲、毛利渉、長畑守雄、齋藤伸二郎、嘉山孝正：出血発症AVM の治療戦略と転帰．第40 回

日本脳卒中学会総会，広島：2015年3月 

49) 板垣寛、佐藤慎治、山田裕樹、小久保安昭、近藤礼、嘉山孝正：保存的治療及び親動脈閉塞によって良好

な治療結果を得られた出血発症両側椎骨動脈解離の2例．第40回日本脳卒中学会総会，広島：2015年3

月 

50) 毛利渉、近藤礼、長畑守雄、山木哲、齋藤伸二郎、嘉山孝正：経管栄養用チューブ先端位置確認装置の開

発．第40回日本脳卒中学会総会，広島：2015年3月 

 

 

(3) 国内地方会 

i 特別講演 

 

1） 嘉山孝正：東北におけるがん医療の現況と歯科との連携．第67回東北地区歯科医学会，青森；2014年10

月 

 

ii 一般演題 

 

1) 長畑守雄、近藤礼、毛利渉、山木哲、森下洋平、齋藤伸二郎、柴草高一、嘉山孝正：Bi-plane FED血管撮

影装置における患者被ばく線量の把握：簡易型線量布シュミレーターの試作．第 30 回日本脳神経血管内

治療学会 東北地方会，秋田；2014年9月 

2) 毛利渉、山木哲、長畑守雄、近藤礼、齋藤伸二郎、嘉山孝正：高齢社会における慢性硬膜下血腫の問題点

－在宅復帰率の検討－．第51回（社）日本脳神経外科学会 東北支部会，秋田；2014年9月 

3) 板垣寛、佐藤慎治、山田裕樹、小久保安昭、近藤礼、嘉山孝正：出血発祥した両側椎骨動脈解離の2例の

治療経験．第51回（社）日本脳神経外科学会 東北支部会，秋田；2014年9月 

4) 佐藤慎治、齋藤佑規、舟生勇人、櫻田香、小久保安昭、佐藤慎哉、嘉山孝正：続発性水頭症を合併した脊

髄capillary hemangiomaの治療経験．第51回（社）日本脳神経外科学会 東北支部会，秋田；2014年9

月 

5) 山木哲、近藤礼、毛利渉、石川智彦、齋藤伸二郎、森下陽平、長畑守雄、嘉山孝正：術前検討に 3D-DSA

が有効であった微小PICA distal aneurysmの１例. 第78回山形脳神経外科懇話会,山形；2015年1月 

6) 毛利渉、近藤礼、山木哲、齋藤伸二郎、森下陽平、長畑守雄、嘉山孝正：外傷性SAHとの鑑別を要した破

裂脳動脈瘤の2例～造影MRI vessel wall imaging の有用性～. 第31回日本脳神経血管内治療学会東北

地方会,新潟；2015年3月 

7)  

 

（４）研究会  

ⅰ 特別講演 

 

1) 嘉山孝正：日本の医学・医療の未来展望．第23回日本集中治療医学会東北地方会，山形；2014年6月 

2) 嘉山孝正：日本の医師のキャリアパス－学部教育・卒後教育・専門医教育からの考察－．第 74 回山形神

経放射線懇話会,山形；2014年11月 

3) 小久保安昭：新規経口抗凝固薬治療 最近の話題. 盛岡抗凝固セミナー, 岩手；2014年9月 

 

 

ⅱ シンポジウム・パネルディスカッション・ワークショップ・教育講演等 

 



1)  小久保安昭：ディベート この症例をどう治療すべきか．第5回東北頚動脈研究会，仙台：2014年7月 

2)  小久保安昭、板垣寛、山田裕樹、佐藤慎哉、嘉山孝正、近藤礼：脳主幹動脈狭窄、閉塞症例に対する血行    

再建術周術期における脳循環代謝評価の検証～15O-PET及び123I-IMP、99mTc-ECD SPECTとの比較～．脳ＳＰ 

ＥＣＴ研究会,仙台；2014年9月 

3)  櫻田香：東北地方におけるギリアデルによる悪性神経膠腫治療の現状と問題点：山形大学. 東北ギリア   

デル使用経験研究会, 仙台；2014年10月  

 

ⅲ  一般演題 

 

1) 齋藤佑規、小久保安昭、櫻田香、舟生勇人、佐藤慎哉、嘉山孝正：当科における頭蓋底髄膜腫の治療戦略

～特に錐体斜台部髄膜腫について～．第75回山形脳神経外科懇話会，山形；2014年4月 

2) 長畑守雄、近藤礼、毛利渉、山木哲、森下洋平、斉藤伸二郎：超急性期脳主幹動脈閉塞に対する血行再建

～当センターにおける42ヶ月間の成績～．第32回山形県対脳卒中治療研究会，山形；2014年5月 

3) 渡辺茂樹、山田裕樹、小久保安昭、近藤礼、佐藤慎哉、嘉山孝正：破裂脳動脈瘤によるくも膜下出血の実

態－14年間の山形県脳卒中登録データからの検討－.第32回山形県対脳卒中治療研究会，山形；2014年5

月 

4) 黒木亮：無床診療所における脳ドックの経験～特に未破裂脳動脈瘤症例の医療連携について～．第 12 回

山形県脳ドック研究会，山形；2014年6月 

5) 斎藤佑規、小久保安昭、舟生勇人、櫻田香、佐藤慎哉、嘉山孝正：頭蓋頸椎移行部病変に対する手術にお

ける粉体式3Ｄモデルを用いた術前シュミレーションの経験．第15回山形ニューロサイエンス・医工学研

究会，山形；2014年6月 

6) 赤坂雅弘、遠藤広和：ハイブリット手術室の使用経験．第76 回山形脳神経外科懇話会，山形；2014 年 7

月 

7) 渡辺茂樹、土谷大輔、金城利彦：くも膜下出血で発症した両側椎骨動脈解離の経時的画像変化．第 34 回 

置賜画像研究会，山形；2014年7月 

8) 斎藤佑規、小久保安昭、舟生勇人、櫻田香、佐藤慎哉、嘉山孝正：当院での痙縮治療と今後の展望. 山

形痙縮治療セミナー, 山形；2014年8月 

9) 伊藤美以子、松田憲一朗、櫻田香、小久保安昭、佐藤慎哉、嘉山孝正：下垂体腺腫における手術機器・支

援システムの変遷と内分泌機能に与える影響について．第34 回山形内分泌代謝研究会，山形；2014 年 9

月 

10) 赤羽梢、桐井枝里子、武田祐介、柄澤繁、加藤丈夫、山田裕樹、小久保安昭、嘉山孝正、山下英俊：眼科

に初診したTerson症候群の一例．山形大学医学部眼科研究会，山形；2014年9月 

11) 小久保安昭、板垣寛、山田裕樹、佐藤慎哉、嘉山孝正：99ｍTc-ECD dynamic SPECT－脳循環予備能検査とし

ての意義－．第21回東北脳循環カンファランス，仙台；2014年10月 

12) 伊藤美以子、松田憲一朗、櫻田香、小久保安昭、佐藤慎哉、嘉山孝正：トルコ鞍部腫瘍における血行動態

の検討～術中ＭＲＩの使用経験からの考察～．第77回山形脳神経外科懇話会，山形；2014年11月 

13) 小久保安昭、板垣寛、山田裕樹、近藤礼、佐藤慎哉、嘉山孝正：高齢化社会における脳卒中の問題点～治

療成績改善に必要なことは何か～．第37回 東北脳血管障害研究会，宮城；2014年12月 

14) 渡辺茂樹、土谷大輔、金城利彦：脳出血で発症したAplastic or twig-liked middle cerebral arteryの

4例．第37回 東北脳血管障害研究会，宮城；2014年12月 

15) 板垣寛、小久保安昭、山田裕樹、近藤礼、佐藤慎哉、嘉山孝正：３DCTAにてsphenoparietal sinusと中

大脳動脈瘤の鑑別を要した1例．第37回 東北脳血管障害研究会，宮城；2014年12月 

16) 山木哲、近藤礼、毛利渉、小久保安昭、長畑守雄、齋藤伸二郎、嘉山孝正：当センターにおけるtPA静注

療法～投与可能時間改訂前後での検討～．第37回 東北脳血管障害研究会，宮城；2014年12月 

17) 山木哲、近藤礼、毛利渉、石川智彦、齋藤伸二郎、長畑守雄：超高齢者くも膜下出血の治療. 第 16 回山

形救急懇話会・第3回山形県ドクターヘリ活動報告会,山形；2015年2月 

 

 



（５）その他 

1) 嘉山孝正：今後の医療提供体制と勤務医．北海道大学脳神経外科講座 開設五十周年記念講演会，札幌；

2014年5月 

2) 嘉山孝正：山形大学医学部付属病院の役割・魅力・期待．山形大学学長特別補佐 嘉山孝正先生の講演会

並びに看護職員募集説明会，山形；2014年5月 

3) 嘉山孝正：がん医療の現状と展望．がん医療フォーラム～未来に羽ばたく秋田のがん医療～，秋田；2014

年6月 

4) 嘉山孝正：日本の医学教育、医療提供体制の変化とキャリアパス．第64回新潟脳神経外科懇話会，新潟；

2014年6月 

5) 嘉山孝正：重粒子線がん治療が地域にもたらす福音について．山形医学部周辺商店街，山形：2014 年 7

月 

6) 嘉山孝正：重粒子線を活用したがん治療の最前線．山形経友クラブ生産部会企業経営者研修会，山形：2014

年8月 

7) 嘉山孝正：脳卒中の最新の治療．山新健康フォーラム，山形；2014年7月 

8) 嘉山孝正：在宅医療の未来．山形大学医学部医学科同窓会「蔵王会」第6回支部総会，山形：2014 年 11

月 

9) 嘉山孝正：今後の医療提供体制と勤務医．鹿児島大学脳神経外科開講 40 周年記念講演会，鹿児島；2015

年1月 

10) 嘉山孝正：医療事故調査の課題と今後．北海道・東北専任リスクマネージャー研修会，山形；2015年1月 

11) 嘉山孝正：国内企業に期待すること. テルモ社内講演会,東京；2015年2月 

12)  齋藤伸二郎：心原性脳塞栓の治療―２次予防での NOAC の役割―. 南陽市・東置賜郡医師会学術講演会,

山形;2015年3月 

13) 櫻田香：最先端の脳神経外科手術．平成26年 第19回山形大学医学部技術部職員研修，山形：2014年8

月 

 

3. 学会・講演会・シンポジウム・ワークショップ等の開催 

  

1） 第15回日本分子脳神経外科学会,山形；2014年9月 

2） 第12回山形脳ドック研究会,山形；2014年6月 

3） 第15回山形ニューロサイエンス研究会,山形；2014年6月 

4） 第32回山形県対脳卒中治療研究会,山形；2014年5月 

5） 第33回山形県対脳卒中治療研究会,山形；2014年11月 

6） 第74回山形脳神経外科懇話会,山形；2014年4月 

7） 第75回山形脳神経外科懇話会,山形；2014年7月 

8） 第76回山形脳神経外科懇話会,山形；2014年11月 

9） 第71回山形神経放射線懇話会,山形；2014年11月 

10） 第1回山形頭痛研究会,山形；2014年10月 

11） 第1回山形県てんかんの治療研究会,山形；2014年6月 

12） 第78回山形脳神経外科懇話会,山形；2015年1月 

13） 第48回東北脳腫瘍研究会,仙台；2015年3月 

 


